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Industrie 4.0 対応のオートメーションシステム PSS 4000 

 

セーフオートメーション: トータルでシンプル 

 

オストフィルダン、2015 年 4 月 – 工場のネットワーク化が進むに

つれ、オートメーション技術の必要性が高まっています。連結され

た設備で作業を分散化すると、プロセスチェーン全体で各要素間の

関係がさらに複雑になります。その結果、操作が難しい複雑な分散

型アーキテクチャとなります。ピルツは、オートメーションシステ

ムPSS 4000を通じてモジュラ式の分散アプローチを一貫して追求

しています。この取り組みにより、お客様は分散型制御構造の利点を

実現でき、分散化に伴う一般的な複雑性を回避できます。 

 

これまでは、オートメーションソリューションは独立したスタンド

アロン機能によって構成されることが多く、安全技術、制御技術、

視覚化技術、およびモーションコントロールシステムは独立したシ

ステムでした。システムやアーキテクチャの数が増えると、プラン

トの制御も複雑になります。  

 

ピルツのオートメーションシステムPSS 4000を使用すると、オー

トメーションと安全関連タスクの両方に対応しながら、操作も簡単

なオートメーションソリューションを構築できます。PSS 4000は、

安全とオートメーションとの統合を主な目的として開発されました。

PSS 4000では、異なるコントローラにプログラムを分散した際に

通常起こりがちな複雑化を招くことなく、分散型制御構造のメリッ

トを享受いただけます。操作は容易になり、標準化レベルが向上し

ます。  
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制御機能の分散化  

従来のオートメーションシステムでは、1台の集中型コントローラ

が設備や機械を監視し、すべての信号を処理します。これに対して

PSS 4000では、制御機能を分散することができます。処理データ

や制御データ、安全データと診断情報は、イーサネットを介して交

換され、同期されます。このため、それぞれのプログラムセクション

がどこで処理されても同じ制御機能を得られます。ユーザは集中型

のコントローラではなく、実行時に分散されるユーザプログラムを

集中型プロジェクト内で使用できます。すべてのネットワークサブ

スクライバのコンフィグレーション、プログラミング、診断は、こ

の集中型プロジェクトを介して行われます。これにより、プロジェ

クト全体でのシンプルかつ標準化された処理が可能になります。そ

のため、Industrie 4.0のアイデアに沿って、設備を管理しやすい個

別に機能する単位のメカトロニクスモジュールに分解できます。メ

カトロアプローチに対応するため、PSS 4000ではハードウェアに

依存せずにプログラミングが可能です。どのユーザプログラムを関

連するハードウェアに対応するどのモジュールで実行するかは、機

械技術、電気技術、オートメーション技術の3つの分野を総合的に

考慮したうえで決定されます。 

 

ソフトウェア: 安全とオートメーションに対応する単一のインタ

フェース 

各種機能をソフトウェアに移行することで、柔軟性と拡張性を向上

し、ハードウェアの種類を減らすことができました。また、オート

メーションソリューションのメンテナンスと診断も容易になりまし

た。一般的なIEC 61131-3 PLC言語を使用して、オートメーション



    
 3/8 ページ 

 

タスクをプログラミングすることができます。ただし、プログラミン

グソフトウェアの安全性が問題になる場合は、機能がカプセル化さ

れた認証済みのファンクションブロックを使用してプログラミングを

行うことができます。また、柔軟なプログラミング言語機能の範囲

全体を使用したいる場合も、安全仕様に従った複雑なソフトウェア

開発および検証プロセスなど、労力のかかる手順を踏む必要があり、

学術研究のレベルに近くなります。  

 

オートメーションと安全を統合するには、安全機能をプログラミン

グする場合でも、PLCコントローラの一般的な言語の全機能を使用

できなければなりません。コントローラの製造業者が安全関連の命

令セットに含める除外項目の数が少ないほど、機能上の制限も少な

くなります。  

 

PSS 4000は、ソフトウェアプラットフォームPAS4000によりこの

ような課題に対応します。オートメーションおよび安全関連タスク

に使用可能な各種のエディタとブロックが提供されます。設計エン

ジニア向けに、ブロックベースのシンプルなプログラムエディタ

PASmultiをご用意しています。PASmultiでは、事前認証済みソフ

トウェアブロックの包括的なライブラリが用意されており、位置検

出用または非常停止などの一般機能用に利用できます。ユーザ独自

のソフトウェアブロックもこれに追加できます。PAS4000には、 

"本格的な"プログラマ向けにラダーダイアグラム (LD)、インストラ

クションリスト (IL) およびストラクチャードテキスト (STL) 用のエ

ディタも含まれています。特筆すべき点として、EN/IEC 61131-3

対応の各エディタは、TÜV Südによって産業オートメーション分野

で初めてLVL (Limited Variability Language) と分類されたものです。

EN/IEC 62061およびEN ISO 13849-1などのアプリケーション関連

規格に定められる安全関連ユーザソフトウェアの作成要件に完全に

適合しています。  
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グラフィックス機能を備えたプログラムエディタのプログラミング

環境は、EN/IEC 61131-3に適合したエディタと同等であるため、

容易に操作できます。たとえば、ユーザがPAS ILで記述した一般ま

たは安全関連機能のカスタマイズされたソフトウェアブロックを、

造作なくPASmultiに転送することができます。そのため、さまざま

なエディタで作成されたソフトウェアコンポーネントを含む複雑な

プロジェクトを明確に構造化できます。  

 

個々のエディタは、国や地域によってさまざまな度合いで使用され

ています。ヨーロッパではインストラクションリストやストラク

チャードテキストがプログラミングによく使われますが、オースト

ラリアでは、特にストラクチャードテキストが広く普及しています。

たとえば米国や日本のプログラマには、ラダーダイアグラムが好ま

れます。 

 

拡張可能なコントローラ 

正確に言えば、オートメーションシステムPSS 4000は、リアルタ

イムイーサーネットSafetyNET pやさまざまなセクタで使用できる

ように設計された各種プログラミングエディタなどのハードウェア

コンポーネントおよびソフトウェアコンポーネント、ならびにアプ

リケーション指向のファンクションブロックで構成されています。  

 

PSS 4000ハードウェアには各種パフォーマンスクラスのコントロー

ラが含まれます。コントローラPSSuniversal PLCは、オートメー

ションシステムPSS 4000の"万能選手"です。生産ラインやプロセ

ス産業などで採用されている大規模な分散型設備に適している他、

水門システムや荷役システムなどの特殊なアプリケーションにも適

しています。これまでにないようなソリューションを実現できるプ

ログラマブルロジックコントローラ (PLC) であり、他のコンポー

ネントと組み合わせてソリューションを構築することも可能です。

たとえば、位置と速度を安全に記録および監視することができます。  
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コントローラPSSuniversal multiは、PSSuniversal PLCまたは

PSSuniversal I/Oと併用して、システムネットワーク内で小型コン

トローラとして使用することも、スタンドアロンの装置として使用

することもできます。オープンなコントローラなため、既存のオー

トメーション構造で使用できます。各コントローラは、単体の機械

または小規模の連結された設備に適しています。  

 

第3のデバイスクラスであるPSSuniversal I/Oは、分散型ネットワー

キングならびにフィールドレベルでの安全関連信号および非安全関

連信号の転送に使用します。周辺モジュールの優れた精度により、

アプリケーションのI/O要件に合わせてきわめて柔軟かつ経済的に

カスタマイズすることができます。  

 

 

通信: 1つのプロトコルであらゆるデータに対応 

強力な通信ネットワークは、単体の機械や設備の構成要素をモジュ

ラ化して、自律的に、または連携して動作できるユニットを構成す

る前提条件です。PSS 4000の重要な要素の1つは、リアルタイムイー

サーネットSafetyNETpへの接続です。これにより、全制御コンポー

ネントをネットワークに接続して、安全関連データと非安全関連デー

タを転送することができます。SafetyNET pは、安全関連データと

非安全関連制御情報を、物理的には混成システムであっても論理的

には分離された形でシステム全体にわたって転送するため、フィー

ドバックの影響を受けません。SafetyNET pは、IEC 61508に適合

したSIL 3の認証を受けています。したがって、作業者およびメン

テナンス担当者を保護するためにSafetyNET p経由の安全通信を使

用するアプリケーションに適しています。  
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SafetyNET pの他、オープンシステムとしてPSS 4000も他のネッ

トワークに統合することができます。PSS 4000は技術的な観点で

も多様な言語をサポートします。コントローラPSSuniversal PLC

は、さまざまな国や地域で利用される各種通信プロトコルをサポー

トします。たとえば、ヨーロッパで広く普及するPROFIBUSプロト

コル、米国とアジアで高い頻度で利用されるEthernet/IPの他、

EtherCAT、CANopenおよびModbus TCPなどをサポートします。

そのため、国、地域、業界、機械種別に関わらず、ほぼすべてのサー

ドパーティ製コントローラとのデータ交換も問題なく実行できます。 

 

 

ソフトウェアモジュールによるエンジニアリング工数の軽減 

オートメーションシステムPSS 4000には、さまざまな産業で使用

できるようにさまざまなモジュールを追加することもできます。こ

のように、ピルツは各種機能をソフトウェアに移行するトレンドを

考慮しています。たとえば、プレス技術の特殊な要件に対応できる

ように、メカニカルプレスの動作を大幅に簡素化する安全電子式ロー

タリーカムPSS 4000をピルツは開発しました。これにより、カム

はソフトウェア経由でパラメータとして設定することができ、手動

で取り付ける必要がなくなります。  

 

安全が設備／機械の機能全体の不可欠な要素である場合、設備の生

産性や可用性の要件を満たすと同時に、わかりやすくシンプルなオー

トメーションソリューションを実装できます。PSS 4000を使用す

れば、1つのシステム、1つの通信モード、1つのツールだけで、す

べてのオートメーションタスクに対応することができます。操作は

容易になり、標準化レベルが向上します。 
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図 1 F-PSS-4000-Systembaukasten-cold-15x10.jpg (Pilz GmbH & Co. KG) 

オートメーションシステム PSS 4000 は、ハードウェア／ソフトウェアコンポー

ネントの他、リアルタイムイーサーネットSafetyNET pおよび対応するネットワー

クコンポーネントで構成されます。  
 

 

 

図 2 G_Press_PSS_4000_02_2012_09.jpg (Pilz GmbH & Co. KG) 

オートメーションシステム PSS 4000 は、スタンドアロンアプリケーションから

集中型制御システムを置く従来のオートメーション、さらに、制御機能の周辺装

置への一貫した分散化まで、幅広いオートメーションタスクに対応します。 
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図 3 G_Press_PSS_4000_02_2012_09.jpg (Pilz GmbH & Co. KG) 

ユーザは、オートメーションタスクおよび安全関連タスクの両方に対応する標準

化されたエディタを使用して、ファンクションブロックを使って設定する、ある

いは EN/IEC-61131-3 準拠のエディタでソースコードを使ってプログラミングす

ることができます。 
 

テキストと写真を、www.pilz.de からダウンロードしてご覧いただけます。  

Pilz GmbH & Co. KG 

ピルツは世界各地に 1,900 名を超える従業員を擁し、オートメーション分野の技

術リーダーとして国際的に事業を展開しています。オートメーション技術の分野

で、ピルツは安全および制御技術のトータルソリューションサプライヤとしての

役割を常に追求しています。ドイツ本社の他、世界各地に 31 の支社および支店が

あります。 

センサ、電子監視リレー、モーションコントロール機能を持つオートメーション

ソリューション、安全リレー、プログラマブル制御システムおよびオペレータター

ミナル、監視機器などの製品を生産しています。産業用ネットワーク向けの安全

バスシステム、イーサネットシステムおよび産業用ワイヤレスシステムも取り揃

えています。 

ピルツのソリューションは、包装、自動車、風力発電、輸送およびプレスなど、

機械工業の全領域で利用されています。当社のソリューションは空港での手荷物

処理システムの安全な運用にも貢献している他、劇場の舞台機構のスムーズな移

動、ケーブルカーやジェットコースターの安全な運用にも役立っています。また、

広範なトレーニングコースを含む包括的なサービスも提供しています。安全に関

する助言や技術に関する、幅広い優れたサービスをご利用ください。 

 

報道関係者お問い合わせ先: 

Martin Kurth    Sabine Karrer 
Corporate and Technical Press  Technical Press 

電話: +49 711 3409-158   電話: +49 711 3409-7009 

E メール: m.kurth@pilz.de   E メール: s.skaletz-karrer@pilz.de   
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